
（別紙３）

〜 2025年2⽉14⽇

（対象者数） 58 （回答者数） 46

〜 2025年2⽉14⽇

（対象者数） 18名 （回答者数） 18名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・⽀援内容の幅や展開の仕⽅の種類を増やす研修する。

2

・⽀援内容の幅や展開の仕⽅の種類を増やす研修する。

3

・誰でも意⾒の⾔いやすい環境を維持して⾏く。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1
・職員の休みによって体制が薄い中でも、向き合う時間を作
る為に他クラスとの話し合いや協⼒体制が必要。

2

・体制が可能な範囲で送迎を⾏う。

3
・園内外の研修や現場での職員指導の充実を図る。・職員の段階によって⽀援に差が出てしまう。 ・知識の研鑽不⾜や実践不⾜が⾒られる。

・クラスとは別のグループ活動を⾏っている。 ・特性に応じたグループ活動を⾏っている。

・⾃然豊かな場所にある。 ・⾃然豊かな⽴地を利⽤し、季節ごとの活動（雪遊び、散
策、泥遊び、⾍取り、落ち葉広い等）を⾏っている。

・職員間のコミュニケーションが円滑にとれている。 ・⽇々のコミュニケーションを⼤事にしている。
・懇親会等を定期的に⾏い、話合いをしやすい環境作りを
⾏っている。
・⾃分だけで悩まずに、互いに声を掛け合っている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・職員の休みによって体制が薄くなることがある。 ・急な体制の変化による対応不⾜が⾒られる。

・⽴地が悪い。 ・運転のできない保護者、⾞をもたない保護者の急な迎えが
難しい。⽋席に繋がることもある。

2024年10⽉7⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2025年3⽉25⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 社会福祉法⼈明徳会 ゆたか学園

○保護者評価実施期間 2024年11⽉1⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における⾃⼰評価総括表公表



（別紙４）

社会福祉法⼈明徳会 ゆたか学園
公表⽇  2025年3⽉25⽇

回収率 79%
利⽤児童数 58 2025年2⽉14⽇ 回収数 46

チェック項⽬ はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意⾒

1 こどもの活動等のスペースが⼗分に確保されていると思いますか。

43 2 1

・わからない。
・集会室など、⼈数を調整して、安全確
保して下さっています。
・先⽣の⽬の届く範囲、かつ⼦どもが
広々と活動できるスペースが確保されて
います。
・充分だと思います。
・集会室に複数のクラスが集まると少し
狭いように感じる。
・⼗分のびのび過ごせてると思います。
・園庭や集会室等、⼦供たちが遊べるス
ペースがあります。
・ベランダでの⽔遊びは少し狭そうでし
た。
・広い集会室で毎⽇のびのびと遊べてい
るなと感じる。
・とても広いです。
・クラスの部屋は狭そうに⾒える時もあ
ります。
・園庭ではのびのび外遊び、⽔遊びなど
できますし、⾬の⽇や暑い⽇は集会室で
活動できるので、良いと思います。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

40 5 1

・わからない。
・実際の様⼦を⾒ていると、あともう少
し職員の⽅がいると先⽣⽅にゆとりがも
てるのではないかと思う。（2、3⼈くら
い）なんとなくそう感じた程度です。
・配置は適切だと思いますが、産休、育
休など年度途中での出⼊りがあった場合
は、そのクラスだけでなく全体に周知し
て欲しいです。
・⼗分適切です。
・クラスに3〜4⼈先⽣がいらっしゃるの
で⼤丈夫だと思います。
・⼦ども約4⼈につき1⼈で⾒ているの
で、不⾜ではないと思う。ただ、もう1
⼈ずつ先⽣を増やした⽅が負担が減るの
ではないか。
・⼿厚く⾒てもらえてありがたいです。

3
⽣活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い
ますか。また、事業所の設備等は、障がい特性に応じて、バリアフリー化
や情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

39 2 5

・わからない。
・活動によって変えてあり、わかりやす
いと思います。
・充分だと思います。
・声かけなどで次は何をするのかと本⼈
も理解できるようになってきたと思いま
す。
・着替えスペースなどわかりやすくして
くれていると思います。

4
⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせる環境になっていると思いますか。
また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

42 3 1

・わからない。
・充分だと思います。
・⼗分な⽣活環境です。
・教室もきれいに掃除してあるように思
います。
・参観⽇等で訪れることがあるが、いつ
もきれいな教室だと思う。季節に応じた
飾り付けも素敵だと思う。
・快適に過ごしていると思います。

・毎⽇、清掃及び消毒をし、担当職員が
衛⽣的な状態に保たれているかを確認し
ています。出来ていない時は改善するよ
うに努めています。
・こどもの状況に合わせて、こどもが活
動しやすいようにスペースを仕切った
り、こどもの状況にあった活動出来るよ
うに空間を整えています。

環
境
・
体
制
整
備

事業所名

ご意⾒を踏まえた対応

・教室6室 215.5㎡、集会室128.4㎡
法令基準以上の床⾯積を確保していま
す。
・こどもが安全に活動するために教室や
集会室、園庭は⼈数調整と時間を調整し
て活動スペースを確保しています。

・⼦ども4⼈に対して保育⼠等1⼈以上の
配置をして法令基準以上の配置をしてい
ます。
・⽇頃から他クラスと合同で活動を⾏っ
たり、職員全員で協⼒体制をとり、事故
防⽌や活動に⽀障がないように努めてい
ます。

・床の段差がないバリアフリー、エアコ
ン設置、⼦どもの背丈に合わせた⼿洗い
場の設置、排泄状況の違いによるタイプ
別トイレの設置をしています。
・個々の⼦どもの状態に配慮し、環境調
整しています。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



5
こどものことを⼗分に理解し、こどもの特性等に応じた専⾨性のある⽀援
が受けられていると思いますか。 

43 2 1

・こどものことを理解していくれている
し、特性に応じた対応をしてくれている
と思います。
・視覚⽀援のグッズありがたいです。
・普段から⼦どもの特性やちょっとした
変化など、よく⾒て頂いています。
・波はありますが、今は、上⼿くいって
いる。
・⼦供たち1⼈1⼈違うので、先⽣⽅も考
えて接してくれています。
・説明会等で、⼦どものことをよく⾒て
理解していただけているということが分
かる。
・ST・OT・PTなど専⾨の職員いたら良
いと思います。
・⼀⼈⼀⼈に合う声かけ等をしてもらっ
ています。

6
事業所が公表している⽀援プログラムは、事業所の提供する⽀援内容と
合っていると思いますか 。

44 2

・合っていると思います。
・充分だと思います。
・はい。いつも、ていねいに⽀援内容を
説明してくれます。

7
こどものことを⼗分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分
析された上で、児童発達⽀援計画（個別⽀援計画）が作成されていると思
いますか。

45 1

・⽀援計画を読むのが楽しみです。今何
にとりくむべきか、先々のことを考えて
⽣活できるのでありがたいです。
・思います。
・⼦どもの課題をよく⾒てくれていま
す。
・保護者の思いを聞きつつ先⽣⽅が考え
て作成してくれています。
・よく⼦供のことを理解してもらってい
ます。

8

児童発達⽀援計画には、児童発達⽀援ガイドラインの「児童発達⽀援の提
供すべき⽀援」の「本⼈⽀援」、「家族⽀援」、「移⾏⽀援 」で⽰す⽀
援内容からこどもの⽀援に必要な項⽬が適切に選択され、その上で、具体
的な⽀援内容が設定されていると思いますか。

41 3 2

・思います。
・毎回、内容設定されていて実⾏してく
れています。

9 児童発達⽀援計画に沿った⽀援が⾏われていると思いますか。

44 2

・⽇々の連絡帳からも、本児の姿からも
沿った⽀援が⾏われていると感じます。
・波はありますが、今は、上⼿くいって
いる。
・毎回、内容設定されていて実⾏してく
れています。
・毎⽇のおたより帳等で、計画に沿った
⽀援がきちんと⾏われ、達成できている
と感じる。

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう⼯夫されていると思います
か。

44 2

・わからない。
・活動内容も固定化さてておらず、変化
に柔軟に対応されています。
・思います。
・排泄⾯、⾷事⾯など状況を⾒て柔軟に
対応してくれます。
・⼦供たち1⼈1⼈違うので、毎回いろい
ろ⼯夫して⾏ってくれています。
・毎⽉の取り組み内容がバラエティーに
とんでいて、⼦ども達も満⾜していると
思う。

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと
活動する機会がありますか。

34 3 2 7

・リズム遊びで他園との交流ありがたい
です。
・バスに乗って保育園に⾏くなど、突然
の環境の変化への練習にもなっているな
と思います。
・毎年こばと保育園の⼦供たちとの交流
があります。⼩学校に向けての準備にも
なりそうでいいと思います。
・園のおたよりで実施されている様⼦。
様々な感染症で機会が減っていると思い
ますが、増えると良いですね。
・年少なのでまだ機会がない。

・こどものことを⼗分に理解し、こども
の個々の状況に合わせて、専⾨性のある
⽀援を⾏うように⼼がけています。
・ST・OT・PT等の専⾨の職員はおりま
せんが、外部のST,OTの先⽣からの助⾔
や研修を受け、専⾨性のある⽀援を⾏う
ように努めています。

・⽀援プログラムは作成中です。出来上
がり次第公表し、⽀援プログラムに沿っ
た⽀援を提供するよに努めて参ります。

・児童発達⽀援計画を作成する際は、事
前に保護者へアンケートを配布し、⼦ど
もと保護者のニーズを確認し、こどもの
ことを⼗分理解した上で、児童発達⽀援
計画を作成しています。

適
切
な
⽀
援
の
提
供

・児童発達⽀援計画は、児童発達⽀援ガ
イドラインの「児童発達⽀援の提供すべ
き⽀援」の「本⼈⽀援」、「家族⽀
援」、「移⾏⽀援」及び「地域⽀援・地
域連携」のねらい及び⽀援内容も踏まえ
ながら、こどもの⽀援に必要な項⽬を適
切に設定し、その上で、具体的な⽀援内
容を設定しています。

・児童発達⽀援計画は職員間で共有し、
計画に沿った⽀援を⾏っています。

・⽉案、季節、⾏事等をもとに個々のこ
どもの事を考慮しながら、活動内容を⾒
直して、活動プログラムが固定化しない
ように⼯夫しています。

・年⻑・年中を対象に保育園との交流を
定期的に⾏っています。



12
事業所を利⽤する際に、運営規程、⽀援プログラム、利⽤者負担等につい
て丁寧な説明がありましたか。

46

・適宜説明頂いています。
・ありました。

13 「児童発達⽀援計画」を⽰しながら、⽀援内容の説明がなされましたか。

46

・わかりやすく伝えてもらえるのであり
がたいです。
・適宜説明頂いています。
・ありました。
・⾯談があり1つ1つ説明してくれます。

14
事業所では、家族に対して家族⽀援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ（※5）等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が⾏われて
いますか。

43 2 1

・個別⽀援計画や直接迎えでの際にも情
報をもらえるのでありがたいです。
・勉強会が⾏われたりと情報提供の機会
があります。
・いろいろなセミナーを実施してくれて
います。
・学習会は、とても勉強になる有意義な
会だと思う。
・親(両親)の保育参加があります。勉強
会もあります。
・学習会がたくさんあって、ありがたい
です。

15
⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に
ついて共通理解ができていると思いますか。

43 3

・連絡帳でも⼝頭でも出来ていると思い
ます。
・おたより帳に記⼊しなければ、共通理
解は難しいです。直接、お話する機会が
少ないので。
・もう少し先⽣と話せる機会があればう
れしいです。
・定期的な個⼈懇談で先⽣と互いに⼦ど
もの状況について認識し合うことができ
ています。
・思います。
・何かあるとすぐに伝えてくれます。
・何かあれば、こちらから先⽣にお伝え
したり、先⽣から教えてもらったりして
います。
・およより帳やれんらく票で情報共有で
きていると思う。
・連絡帳に毎⽇の様⼦を書いてくれてい
ます。

16 定期的に、⾯談や⼦育てに関する助⾔等の⽀援が⾏われていますか。

44 2

・⼀緒に悩み、考えていたでけるので、
本当にありがたいです。
・お忙しい中、こちらの相談に快くのっ
てくださり、アドバイス頂いています。
・先⽣⽅と会える機会があると、いつも
園での様⼦を教えて頂けるので嬉しいで
す。
・園に⾏った際や⾯談の時には、⼦供の
様⼦を教えてくれたり、アドバイスをく
れてたりしてもらえます。
・れんらく票や⼝頭で、育児に関する相
談ができるため、助かっている。

17 事業所の職員から共感的に⽀援をされていると思いますか。

45 1

・担任の先⽣⽅をはじめ、他クラスの先
⽣⽅にも声かけいただき、ありがたいで
す。
・どの先⽣も保護者の気持ちに寄り添っ
てくださり、とても⼼強いです。
・思います。
・先⽣⽅みんな1⼈1⼈⼦供⽴ちの名前を
覚えてくれていて、明るく元気に接して
くれています。

保
護
者
へ
の
説
明
等

・運営規程、利⽤者負担等については契
約説明時に丁寧な説明を⾏うように務め
ています。

・保護者に児童発達⽀援計画の説明を⾏
い、同意を得ています。

・保護者向けの学習会や懇談等で情報提
供の機会を設けています。

・保護者との定期的な⾯談、おたより
帳、電話等の連絡により、こどもの健康
や発達についてより密に共通理解をする
ように努めます。

・懇談や参観時、クラスの集まり、電話
連絡、連絡票等で保護者からの相談に適
切に応じ、必要な助⾔と⽀援を⾏ってい
ます。

・こどもや家族の気持ちに寄り添いなが
ら、⽀援を⾏うように努めています。



18

⽗⺟の会の活動の⽀援や、保護者会等の開催等により、保護者同⼠の交流
の機会が設けられるなど、家族への⽀援がされているか。また、きょうだ
い向けのイベントの開催等により、きょうだい同⼠の交流の機会が設けら
れるなど、きょうだいへの⽀援がされていますか。

35 7 1 3

・⺟親の交流機会はあるけれど、⽗親同
⼠はなかなかないので、いつかできれ
ば。
・⽉に１回保護者会がある。きょうだい
への⽀援は分からない。
・されています。
・保護者会やクラス集まりのおかげで同
じクラスのお⺟さん⽅と交流を持てる機
会があって良かったです。
・きょうだい向けは特に無いと思いま
す。
・保護者会は状況によっては負担にな
る。
・保護者会が毎⽉あります。きょうだい
向け等は特にないです。
・きょうだいも参加できるイベントがあ
ればいいなと思います。
・保護者同⼠の交流の機会は多いと思
う。
・保護者同⼠の交流はありますが、きょ
うだい向けのイベント、交流もあればあ
りがたいです。

19

こどもや家族からの相談や申⼊れについて、対応の体制が整備されている
とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周
知・説明され、相談や申⼊れをした際に迅速かつ適切に対応されています
か。

43 1 2

・対応されています。
・相談すればきちんと答えてくださって
います。
・相談をするとれんらく票やお電話で助
⾔いただけるので、とてもありがたいく
思っている。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると
思いますか。

44 2

・思います。

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や⾏事予定、連絡体制
等の情報や業務に関する⾃⼰評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ
れていますか。

32 6 1 7

・されています。
・とりくみカレンダーなど、⾏事のプリ
ントを早めに配布せれるので助かりま
す。
・⾏事予定等のプリントは配られている
が、HPやSNSはほとんど更新されてい
ないと感じる。もう少し普段の様⼦を写
真等で⾒ることができる機会が増えると
嬉しい。
・よく分かりません。
・ホームページは古い印象なのでリ
ニューアルした⽅がいいと思います。

22 個⼈情報の取扱いに⼗分に留意されていると思いますか。

41 4 1

・わからない。
・おたより帳の⼊れ間違えがあったこと
が気になった。
・思います。
・動画撮影など運動会のみでSNSにとう
こう禁⽌など⼗分に留意されています。

23
事業所では、事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま
すか。また、発⽣を想定した訓練が実施されていますか。

42 2 2

・感染症がでた時メールで知らせて頂け
るのは助かっている。
・されています。

24
事業所では、⾮常災害の発⽣に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓
練が⾏われていますか。

45 1

・⾏われています。
・避難訓練等は⾏ってくれています。

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、
安全の確保が⼗分に⾏われた上で⽀援が⾏われていると思いますか 。

44 1 1

・思います。

26
事故等（怪我等を含む。）が発⽣した際に、事業所から速やかな連絡や事
故が発⽣した際の状況等について説明がされていると思いますか。

42 2 2

・思います。
・ケガなどは、バスやお便り帳に書いて
くれていたりもします。
・担任の先⽣より電話にて丁寧な説明あ
ります。

⾮
常
時
等
の
対
応

・緊急を要する事故等（怪我等を含
む。）が発⽣した際は、速やかに連絡を
し、事故が発⽣した際の状況やその後の
対応について説明をしております。
・その他の事故等は、電話連絡やおたよ
り帳等で状況の説明とその後の対応につ
いて説明をしております。

・保護者には相談窓⼝について周知して
います。相談等があった場合は、迅速か
つ適切に対応しています。

・障がいのあるこどもや保護者との意思
の疎通や情報伝達のために、個々の状況
に合わせて配慮をしています。

・園だよりやクラスだよりで活動概要や
⾏事予定等の情報を保護者に発信してお
ります。
・HPやSNS等を活⽤して活動概要や⾏事
予定、連絡体制等の情報の発信が出来る
ように検討して参ります。

・個⼈情報は決められた場所に保管して
います。園外に持ち出すことは禁⽌し、
個⼈情報の取扱いには⼗分注意していま
す。
・降園前に確認を⾏い、おたより帳等の
⼊間違いがないように気を付けて参りま
す。

・事故防⽌マニュアル、緊急時対応マ
ニュアル、防犯マニュアル、感染症対応
マニュアル等の策定をし、保護者に周
知、説明をし、訓練を実施しています。

・⾮常災害の発⽣に備え、定期的に必要
な避難訓練を⾏っています。

・安全計画を作成し、定期的に設備や備
品、遊具のの安全点検を⾏っています。
・遊具の設置の仕⽅は共通認識を持ち、
安全に設置ができるようにしており、遊
具の使⽤前に安全確認を⾏っています。
・定期的に園内や散歩コースの危険箇所
を点検し、安全対策に配慮しながら⽀援
を⾏っています。

・会場の提供、その他保護者同⼠の連携
を⽀援しています。
・きょうだい同⼠で交流する機会は設け
ておりません。きょうだい同⼠が交流す
る機会については検討して参ります。



27 こどもは安⼼感をもって通所していますか 。

45 1

・朝通園バスが来た時は嬉しそうな表情
をしている。
・通所しています。
・2年⽬になりますが、すっかり安⼼し
た様⼦で過ごせているようです。
・毎⽇楽しく⾏っています。
・朝、バスが⾒えると嬉しそうな顔をす
るので、毎⽇安⼼して通っているのが分
かる。

1

・ゆたかと何度も聞いてきたり、ありま
す。と⾔って準備したり、⼤好きな場所
と伝わってきます。
・先⽣の名前やお友達の名前をよくお家
でもお話してくれます。○○した。と楽
しそうに話してくれるので安⼼します。
・毎⽇楽しんでますし登園するのを楽し
みにしています。
・本⼈の気持ちは分かりませんが保護者
⽬線では運動会の時の歌を⼝ずさんだり
と楽しそうです。
・いつも楽しく通園しています。
・よく帰ってきて「楽しかった︖」と聞
くと、「楽しかったー」と⾏っており、
ゆたかが好きなんだとわかる。
・本⼈的には、いつものルーティンの1
つのようにバスに乗って帰ってくる⽣活
ではあるが、⾏きしぶりなどなく楽しそ
うにしていると思う。様⼦などからはわ
からないため。
・毎⽇通園バスが⾒えてきたら、すぐ乗
りたいと伝わってきます。

・こどもたちにとって興味や関⼼が持て
る様な働きかけ、楽しいと思えるような
活動を準備するよう⼼がけております。

・いつもいつも感謝の気持ちでいっぱい
です。⾏事も我が⼦だけでなく、クラス
の⼦の成⻑もすごいなぁと感動します。
・⽗⺟ともに先⽣⽅の⽀援にとても感謝
しております。
・とても満⾜しています。
・⼣⽅18時頃まで預かってもらえると⾮
常に助かります。
・満⾜しています。
・ゆたかに通い始めて本⼈のできること
が増え、精神的に不安定なときも個別で
対応してもらえています。⼀緒に⼦育て
していると思えます。信頼できる先⽣た
ちのいる場所です。
・通園してから、出来るようになった事
が増えました。のびのびした環境と先⽣
⽅の⽀援に感謝の⽇々です。
・⼦供の特性をわかってくれており、ア
ドバイスやフォローをしてもらって感謝
です。
・毎⽇先⽣⽅が誠実に⼦どもに向き合っ
てくれているのが分かり、とてもありが
たく思う。半年の間でも随分成⻑が⾒ら
れ、専⾨的な⽀援の⼤切さを実感した。
・いつも⼤変お世話になっており、感謝
しています

満
⾜
度

29 事業所の⽀援に満⾜していますか。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

45
・毎年度、必要に応じ運営について⾒直
しをしています。⽀援に満⾜して頂ける
ように、努めてまいります。
・令和7年度4⽉より福岡市の⼀時預かり
事業を開始し、就労等する保護者への⽀
援を⾏います。

・職員の対応や環境設定に配慮し、こど
もたちが安⼼してすごせるように⼼がけ
ております。



（別紙５）

社会福祉法⼈明徳会 ゆたか学園
公表⽇  2025年3⽉25⽇

チェック項⽬ はい いいえ ⼯夫している点 課題や改善すべき点

1 利⽤定員が発達⽀援室等のスペースとの関係で適切であるか。

18

・教室6室 215.5㎡、集会室128.4㎡ 法令
基準以上の床⾯積を確保しています。
・こどもが安全に活動するために教室や集会
室、園庭は⼈数調整と時間を調整して活動ス
ペースを確保しています。

2
利⽤定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である
か。

16 2

・⼦ども4⼈に対して保育⼠等1⼈以上の配置
をして法令基準以上の配置をしています。
・⽇頃から他クラスと合同で活動を⾏った
り、職員全員で協⼒体制をとり、事故防⽌や
活動に⽀障がないように努めています。

・状況により⼈員が不⾜している時がある
為、場⾯毎の⼈員の配置や⼈員の確保を検討
していきます。

3
⽣活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている
か。また、事業所の設備等は、障がいの特性に応じ、バリアフリー
化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

18

・床の段差がないバリアフリー、エアコン設
置、⼦どもの背丈に合わせた⼿洗い場の設
置、排泄状況の違いによるタイプ別トイレの
設置をしています。
・個々の⼦どもの状態に配慮し、環境調整し
ています。

4
⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせる環境になっているか。ま
た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。

17 1

・毎⽇、清掃及び消毒をし、担当職員が衛⽣
的な状態に保たれているかを確認していま
す。出来ていない時は改善するように努めて
います。
・こどもの状況に合わせて、こどもが活動し
やすいようにスペースを仕切ったり、こども
の状況にあった活動出来るように空間を整え
ています。

・毎⽇、清掃及び消毒をしていますが、1⼈1
⼈が衛⽣⾯に対しての意識をするように気を
付けていきます。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使⽤することが認めら
れる環境になっているか 。

18

・こどもの状況により、個別に対応できる部
屋を使⽤できるようにしています。

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(⽬標設定と振り返り)に、
広く職員が参画しているか。

16 2

・各部署ごとで業務改善をし、振り返りを
⾏っています。
・業務改善の話合いをした内容は全職員に周
知するように努めています。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け
ており、その内容を業務改善につなげているか。

18

・保護評価表や⾏事ごとの感想や意⾒を踏ま
えて業務改善につなげています。

8
職員の意⾒等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に
つなげているか。 

18

・職員の様々な意⾒を取り⼊れながら話合い
の場を設け、業務改善につなげています

・対応できていない内容に関しては、柔軟に
対応できるように努めていきます。

9
第三者による外部評価を⾏い、評価結果を業務改善につなげている
か。

12 6

・第三者による外部評価は、⾏っていませ
ん。

・必要に応じて検討します。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法⼈内等で
研修を開催する機会が確保されているか。

18

・職員の資質の向上を図るために研修の機会
を確保し、グループミーティングを取り⼊れ
ています。

・研修の機会を増やしていいくことを検討し
ます。

11 適切に⽀援プログラムが作成、公表されているか 。

15 3

・⽀援プログラムは作成中です。出来上がり
次第公表します。

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に⾏い、こどもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達⽀援計画を作成
しているか。

18

・アセスメントを適切に⾏い、⼦どもと保護
者のニーズや課題を客観的に分析した上で、
児童発達⽀援計画を作成しています。

事業所名

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

事業所における⾃⼰評価結果公表



13
児童発達⽀援計画を作成する際には、児童発達⽀援管理責任者だけ
でなく、こどもの⽀援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最
善の利益を考慮した検討が⾏われているか。 

18

・児童発達管理責任者はこどもの⽀援に関わ
る職員と共通理解をはかり、こどもの最善の
利益を考慮し、児童発達⽀援計画を作成して
います。

14
児童発達⽀援計画が職員間に共有され、計画に沿った⽀援が⾏われ
ているか。 

18

・児童発達⽀援計画は職員間で共有し、計画
に沿った⽀援を⾏っています。

15
こどもの適応⾏動の状況を、標準化されたツールを⽤いたフォーマ
ルなアセスメントや、⽇々の⾏動観察なども含むインフォーマルな
アセスメントを使⽤する等により確認しているか。

14 4

・標準化されたアセスメントツールは使⽤し
ていませんが、こどもの適応状況はそれぞれ
のこどもに必要なツールや⽇々の⾏動観察で
こどもの適応状況を確認しています。

16

児童発達⽀援計画には、児童発達⽀援ガイドラインの「児童発達⽀
援の提供すべき⽀援」の「本⼈⽀援」、「家族⽀援」、「移⾏⽀
援」及び「地域⽀援・地域連携」のねらい及び⽀援内容も踏まえな
がら、こどもの⽀援に必要な項⽬が適切に設定され、その上で、具
体的な⽀援内容が設定されているか。

18

・児童発達⽀援計画は、児童発達⽀援ガイド
ラインの「児童発達⽀援の提供すべき⽀援」
の「本⼈⽀援」、「家族⽀援」、「移⾏⽀
援」及び「地域⽀援・地域連携」のねらい及
び⽀援内容も踏まえながら、こどもの⽀援に
必要な項⽬を適切に設定し、その上で、具体
的な⽀援内容を設定しています。

17 活動プログラムの⽴案をチームで⾏っているか。

18

・活動プログラムの⽴案はクラス内やクラス
間で⾏っています。

18 活動プログラムが固定化しないよう⼯夫しているか。

18

・⽉案、季節、⾏事等をもとに個々のこども
の事を考慮しながら、活動内容を⾒直して、
活動プログラムが固定化しないように⼯夫し
ています。

・同じ活動でもバリエーションを増やした
り、展開の仕⽅を変えたりし、活動が固定化
しないように努めていきます。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児
童発達⽀援計画を作成し、⽀援が⾏われているか。

18

・こどもの状況に応じて、個別活動と集団活
動を適宜組み合わせて児童発達⽀援計画を作
成し、⽀援を⾏っています。

20
⽀援開始前には職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われる⽀援の
内容や役割分担について確認し、チームで連携して⽀援を⾏ってい
るか。

18

・⽀援開始前には職員間で必ず打合せをし、
その⽇⾏われる⽀援の内容や役割分担につい
て確認し、連携して⽀援を⾏っています。

21
⽀援終了後には、職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われた⽀援
の振り返りを⾏い､気付いた点等を共有しているか。

17 1

・⽀援終了後には⽀援の振り返りを⾏い、気
づいた点等を共有しているが、時間的に全員
集まることが難しい時は、⽀援記録等に⽬を
通すことで⽀援の振り返りを⾏っています。

22
⽇々の⽀援に関して記録をとることを徹底し、⽀援の検証・改善に
つなげているか。

18

・⽇々の⽀援に関して記録を取り、⽀援の検
証・改善につなげています。
・記録をデータ化し、簡素化につなげていま
す。

23
定期的にモニタリングを⾏い、児童発達⽀援計画の⾒直しの必要性
を判断し、適切な⾒直しを⾏っているか。

18

・年に２回のモニタリングや定期的な⽉案の
話合いで、⾒直しの必要性を判断していま
す。

24
障がい児相談⽀援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議
に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

18

・障害児相談⽀援事業所のサービス担当者会
議にその⼦どもの状況に精通した最もふさわ
しい者が参画しています。

25
地域の保健、医療（主治医や協⼒医療機関等）、障がい福祉、保
育、教育等の関係機関と連携して⽀援を⾏う体制を整えているか。

18

・地域の保健、医療（主治医や協⼒医療機関
等）、障がい福祉、保育、教育等の関係機関
と連携して⽀援を⾏う体制を整えています。

26

併⾏利⽤や移⾏に向けた⽀援を⾏うなど、インクルージョン推進の
観点から⽀援を⾏っているか。また、その際、保育所や認定こども
園、幼稚園、特別⽀援学校(幼稚部)等との間で、⽀援内容等の情報
共有と相互理解を図っているか。

12 6

・保育所等に移⾏する際は、⽂書及び⾯談で
⽀援内容等の情報共有と相互理解を図ってい
ます。

・インクルージョン推進の観点から併⾏利⽤
や移⾏に向けた⽀援を⾏うように務めてまい
ります。

27
就学時の移⾏の際には、⼩学校や特別⽀援学校(⼩学部)との間で、
⽀援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

18

・就学時の移⾏の際は、⽂書及び⾯談で⽀援
内容等の情報共有と相互理解を図っていま
す。

適
切
な
⽀
援
の
提
供

関
係
機



（28〜30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達⽀援センターや障がい児通所⽀援事業所等と連
携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を⾏っているか。

29
質の向上を図るため、積極的に専⾨家や専⾨機関等から助⾔を受け
たり、職員を外部研修に参加させているか。

17 1

・外部の専⾨機関等のSTやOTの助⾔や研修を
受けています。

・外部研修の機会を増やしていくことを検討
し、質の向上につながるように努めて参りま
す。

30
(⾃⽴⽀援)協議会こども部会や地域の⼦ども・⼦育て会議等へ積極
的に参加しているか。

9 9

・⾃⽴⽀援協議会等の会議等には参加してい
ません。

・必要に応じて検討します。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこど
もと活動する機会があるか。

18

・年⻑・年中を対象に保育園との交流を定期
的に⾏っています。

33
⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や
課題について共通理解を持っているか。

18

・保護者との定期的な⾯談、おたより帳、電
話等の連絡によりこどもの状況や課題につい
て共通理解をするようにしています。

34
家族の対応⼒の向上を図る観点から、家族に対して家族⽀援プログ
ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機
会や情報提供等を⾏っているか。

17 1

・家族の対応⼒の向上を図る観点から、保護
者向けの学習会を⾏うことや家庭の様⼦を連
絡票や電話連絡、⾯談などで確認を⾏いなが
ら、対応についての助⾔を⾏っています。

35
運営規程、⽀援プログラム、利⽤者負担等について丁寧な説明を
⾏っているか。

17 1

・運営規程、利⽤者負担等については契約説
明時に丁寧な説明を⾏うように務めていま
す。

・⽀援プログラムは現在作成中です。

36
児童発達⽀援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊
重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家
族の意向を確認する機会を設けているか 。

18

・児童発達⽀援計画を作成する際は、事前に
保護者へアンケートを配布し、児童発達⽀援
計画を作成しています。作成後は保護者との
懇談の場を設け、こどもや家族の意向の確認
を⾏っています。

37
「児童発達⽀援計画」を⽰しながら⽀援内容の説明を⾏い、保護者
から児童発達⽀援計画の同意を得ているか。

18

・保護者に児童発達⽀援計画の説明を⾏い、
同意を得ています。

38
定期的に、家族等からの⼦育ての悩み等に対する相談に適切に応
じ、⾯談や必要な助⾔と⽀援を⾏っているか。

18

・懇談や参観時、クラスの集まり、電話連
絡、連絡票等で保護者からの相談に適切に応
じ、必要な助⾔と⽀援を⾏っています。

39

⽗⺟の会の活動を⽀援することや、保護者会等を開催する等によ
り、保護者同⼠で交流する機会を設ける等の⽀援をしているか。ま
た、きょうだい同⼠で交流する機会を設ける等の⽀援をしている
か。 18

・会場の提供、その他保護者同⼠の連携を⽀
援しています。

・きょうだい同⼠で交流する機会は設けてお
りません。きょうだい同⼠が交流する機会に
ついては検討して参ります。

40
こどもや保護者からの相談や申⼊れについて、対応の体制を整備す
るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申⼊れがあった場合
に迅速かつ適切に対応しているか。

17 1

・保護者には相談窓⼝について周知していま
す。相談等があった場合は、迅速かつ適切に
対応しています。必要に応じて全職員に周知
していきます。

41
定期的に通信等を発⾏することや、HPやSNS等を活⽤することに
より、活動概要や⾏事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に
対して発信しているか。

18

・園だより・クラスだよりで活動概要や⾏事
予定等の情報を保護者に発信しております。

・HPやSNS等を活⽤して活動概要や⾏事予
定、連絡体制等の情報の発信が出来るように
検討して参ります。

42 個⼈情報の取扱いに⼗分留意しているか。

18

・個⼈情報は決められた場所に保管していま
す。園外に持ち出すことは禁⽌し、個⼈情報
の取扱いには⼗分注意しています。

43
障がいのあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配
慮をしているか。

18

・障がいのあるこどもや保護者との意思の疎
通や情報伝達のために、個々の状況に合わせ
て配慮をしています。

44
事業所の⾏事に地域住⺠を招待する等、地域に開かれた事業運営を
図っているか。

7 11

・寄贈を頂いた企業の社員の⽅を招待し、施
設内の⾒学やこどもたちと関わって頂いてい
ます。

・地域住⺠を招待する⾏事は⾏っておりませ
ん。地域に開かれた事業運営をは図れるよう
に検討して参ります。

16 2

・地域の他の児童発達⽀援センター等と連携
を図り、地域全体の質の向上に資する取組等
を⾏っています。

・他の児童発達⽀援センター等との研修の機
械を増やす等で地域全体の質の向上につなが
るように努めてまいります。28
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45
事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも
に、発⽣を想定した訓練を実施しているか。

18

・事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュア
ル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル
等の策定をし、職員や家族に周知し、訓練を
実施しています。

・訓練回数と訓練内容の⾒直しを検討して参
ります。

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、⾮常災害の発⽣に備
え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を⾏っているか。

17 1

・業務継続計画（BCP）を策定するととも
に、⾮常災害の発⽣に備え、定期的に必要な
避難訓練を⾏っています。

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し
ているか。

18

・調査票で事前に服薬やてんかん発作等のこ
どもの状況を確認しています。

48
⾷物アレルギーのあるこどもについて、医師の指⽰書に基づく対応
がされているか。

18

・⾷物アレルギーは、医師の指⽰書に基づき
対応しています。

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措
置を講じる等、安全管理が⼗分された中で⽀援が⾏われているか。

18

・安全計画を作成し、定期的に設備や備品、
遊具のの安全点検を⾏っています。
・遊具の設置の仕⽅は共通認識を持ち、安全
に設置ができるようにしており、遊具の使⽤
前に安全確認を⾏っています。
・定期的に園内や散歩コースの危険箇所を点
検し、安全対策には配慮しながら⽀援を⾏っ
ています。

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全
計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。

14 4

・安全計画の取組については、年度当初に家
族等への説明を⾏い、⽞関ロビーの掲⽰板に
をしています。

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防⽌に向けた⽅策について
検討をしているか。

18

・随時ヒヤリハットの事例と対策を報告して
もらい、職員間で共有しています。
・毎⽉ヒヤリハット事例集は作成し、定期的
にヒアリハット事例を検証していき、事業所
内で共有しています。

52
虐待を防⽌するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を
しているか。

18

・虐待を防⽌をするために虐待防⽌委員会を
設置し、全職員に向けて虐待防⽌の研修を⾏
い、適切な対応をするように⼼掛けていま
す。

53
どのような場合にやむを得ず⾝体拘束を⾏うかについて、組織的に
決定し、こどもや保護者に事前に⼗分に説明し了解を得た上で、児
童発達⽀援計画に記載しているか。

18

・⾝体拘束を⾏う場合は、保護者に事前に⼗
分に説明し、了解を得た上で、児童発達⽀援
計画に記載します。
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